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内 陸 を ま わ っ て
井 上 治 郎
1.南 へ
1981年1月20日,みずほ基地.い つもの年だと越冬交
代が終って,前 の隊は帰途につくのだが,今年は少 し変
っていた.出 発しようとしているのは22次隊であり,見
送っているのは21次隊である.　POLEX3年計画の最終
年度に当る今回の目的は内陸の移動気象観測であり,そ
の大きな目玉は,内陸3000m以上の高原部での大気境
界層 ・高層観測である.本観測は冬明けに行 うが,今回
の旅行目的は夏期間のデータを取ることと地形調査にあ
る.冬前の計画旅行は1500krnにな り,この間みずほ基
地が2名 で運営されるのも初めてのことである.Y100
～Y200(ルー ト上のポイント,図参照)間 は15次隊が
トレースしているが,全 く痕跡はない.そ してY200か
らのVル ー トは未踏である.V100付近か ら高度は3000
mを越え,重荷に雪上車があえぐように走る.V150付
近を過ぎるともう高度が上らなくな り,目で見た感 じで
も明らかに下 り出した.ど うやらランバー ト氷河の源頭
部へ入 りこんだようである.我 々の目的地はできる限 り
高い所であるから,V142まで戻 って観測点 とした.ま
だ2月初めだが,最 低気温はしば しば一40℃以下になっ
た.何 よりも驚いたのは,風 速は 「みずほ」にくらべる
と半分位に弱くなっているものの!卓越風は更に内陸一
4000m以上の高原部一から吹いてきていることであり,
本来の斜面下降風がここでは部分的に斜面上昇風になっ
ていることに改めて南極大陸の大きさを知った.
2.冬 のY100一最悪の旅一
冬前のVル ー トとWルー トの旅行を終えて,3月 末に
はみずほ基地に全員がそろった.第1回 の補給旅行が5
月に延期されたため,4月 中にY100の無人 観測 点 の
点 検 に行 かねばならぬ.も う既にみずほでも最低気温
が一50℃近 くになってきたので風の弱まるのを待 って,
短期勝負で出発した.目 的地までは順調に行けたが,い
ざ帰ろうとするも気温が全 く上 らない.正 午過 ぎても
一52℃である.高い地吹雪の間から低い太陽の光がわず
かにみえるだけである.居住カブース内もヒーターが故
障 しているため,幾 らス トーブを燃やしても一40℃以上
には上 らない.タ イヤのパ ンクは覚悟の上で発進しよう
としたが,1台 のSM(雪上車)が雪面には りついてしま
って全 く動かない.エ ンジンが回 りつづけていることだ
けが唯一の頼りである.も う1台のSMで 何度かけん引
することによってようや く脱出したが,み ずほへの帰途
も雪上車がまき上げる雪 と排煙のため全 く視界 が きか
ず,大変な苦労であった.幸 いなことにパ ンクはしなか
った.
3.冬 明けの内陸旅行
冬のみずほはただ耐えるだけであった.荒 れ狂 うブリ
ザード.器械が故障 してもす ぐには修理に出れぬ戸外,
静電ノイズのため}こ火花のとびかう室内.次 々に故障 し
て修理が追いつかない観測機器.早 く旅行に出たいとい
う気持は日一日とつのってくる.待 望の補給隊は9月 に
来て,我 々はようやくみずほ基地から解放されることに
な り,9月末に再びVル ー トへ向けて出発 した.今回は本
観測であるため,途 中でも数日滞在の観測を何回か行っ
た.み ずほではもうかな り暖かくなっていたが,Y10D
では,又 一50℃の世界に逆もどりした.南 へ行くにつれ
て気温はどんどん 下 り,V142では 一60℃以下になっ
た.こ こでは16日間滞在 したが,最 低気温は一66℃を記
録 した.しか し,も う太陽が高く風が弱いため,幾 ら気
温が下 っても全 く苦にならない.-40℃で風速が15m/s
位の時の方がずっと厳 しい.ボ ストークの一88℃という
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の も風 が 弱 い の で さ して厳 し くな い の で は な か ろ うか.
しか し,こ の よ うな低 温 は 峰〔輌 や 観 測 器 に どん な影 響 を
与 え る か わか ら な い の で保 守 に は か な りの 気 を 使 った.
この間,地Lか ら15⑪rnの間 で25℃に 達 す る逆 転層,た
った2「1間 で20℃ も暖 か くな る暖 気 の 侵 入 な ど,様 々の
現 象 をenil1[1して,Wル ー ト経 由 で55日振 りに み ず ほ基 地
へ帰 っ た.こ の旅 行 で特 筆 す べ き もの は観 測 用 カ プー ス
で あ る,改 良 す べ き点 は 多 くあ る が,計 器 類 を 設置 した
状 態 で移 動 す る こ と,従 って,す ぐ観 測体 制 に 入れ る こ
と及 び 発電 機 の 余 熱 で|暖房 を行 う こ との2点 で は成 功 で
あ った,望 む な らば,計 器,発 電 機,造 水 ・炊 事 ・居 住
の カブ ー スを 別 々に 持 って 行 き,そ れ らの保 温 を 発 電 機
で行 うよ うに す れ ば,も う頻 わ しい 内陸 基 地 な ど必 要 で
は な い し,燃 料 補 給 が で きれ ば 内陸4000mで の越 冬 も
夢 では なか ろ う.風 が 吹 き荒れ るみ ず ほ の冬 よ りも,静
寂 な一90℃の 世 界 の 方 が は るか に魅 力的 で あ る.
(筆者 「 京 都 人 挙 筋 災 研 究 所助.杓
22次気 水圏 旅 行 ルー ト
第23次 夏 隊 紀 行
前 晋 爾
23次隊 夏 隣 の 原 稿 を依 頼 され た時,て っ き り夏 隣 の 報
告 をll}けば よい の だ と考 え た の で,与 え られ た 題 名 を 見
た 時 に す っか り困 って しま った.夏 隊 報 告 で は な く夏 隊
紀 行 とな って い る か らで あ る.紀 行 と なれ ば あ ち こち を
出 歩 い た結 果 もの す る こ とがで き る の であ るが,私 は4
～51'il"jの昭 和 基地 暮 し と,1回 の 偵 察 飛 行,"ふ じ"の
往 路 復 路 の寄 港地 で の公 式 行 事 の み を こな して い る に す
ぎな い.ち な み に 広辞 苑 で紀 行 の 項 を み て み る と`旅 路
の 出 来`醇,見物,感 想 な ど を記 した も の.わ が 国 で は 和
歌,俳 句,漢 詩 な どを ま じえた もの が 多 く,「土 佐 日記 」
が そ の 初め.・・・…'と な っ てい る.教 養,文 才 と もに和
歌,俳 句,漢 詩 を ま じえ た 道 中 記 を 書 くに は は な は だ 頼
りな い うえ,先 に記 した よ うに 道 中 先 が 極 め て限 られ て
い る.仕 方 が な い ので 私 流 の紀 行 文 に した い.今 ま で の
隊 の 夏隊 紀 行 文 とは 色 合 を 異 に す る と思 わ れ る が お 許 し
頂 きた い.
私 の記憶 に 間 違 い が な けれ ば,1月18口 夜 半"ふ じ"が
動 き出 した.エ ン ジ ンの 音 で す ぐわ か る.実 に約3週 間
ぶ つ か れ どぶ つ か れ ど真 綿 で つ つ ま れた よ うに ハ ンモ ッ
クアイ スの 中 で 身動 きの とれ な い"ふ じ"のrl1で生 活 して
い た の で,す ぐに艦 橋 に 飛 ん で行 っ てみ た い.し か し,
私 もい ささ か 神 がか りに な って い た.こ の3週 間 私 が ど
の場 所 に い る時 に"ふ じ"が比 較 的 良 く進 む か 調 べ た と こ
ろ,ベ ッ トの 中 に い る時 が最 良 と い う結 論 が 出 て い た の
で あ る,だ か ら この時 も我 慢 して ベ ッ ドに じ っ と して い
た,飛 び 出 した い 気 持 を 抑 え つ け て ベ ッ ドで 天 井 を み な
が ら じっ と してい るの は な か な か つ らい.た ま らず ベ ッ
ドか ら とび 起 き艦 橋 へ.ま さに"ふ じ"はパ ッ クア イ スか
ら 出 る ・1山前 であ った.艦 橋 に も喜 び が満 ち あ ふ れ て い
た,
白夜 に 輝 く氷 山,全 く波 の な い 開 水面,開 水 面 に薄 く
張 った 氷,広 く平 坦 な定 着 氷,ま さに混 沌 の 世界 か らの
脱 出で あ った.よ うや く我 等 が 活躍 の時 が来 た と,は や
く昭 和 基 地 に 行 き仕 事 を した い 欲求 を お さ えて,じ っ と
耐 えて きて も ら った越 冬隊 員 と喜 び を わか ちあ った.そ
の 感 動 は 忘 れ る こ とが で きな い 思 い 出 で あ る.し か し昭
惚㌶芸㌶腿蕊灘濃壽墓●
f,,fでも物資を優先しなければならないため,昭 和基地に
行けなかった.私 自身本格空輸が開始され,野 外調査が
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始 ま ・)た1)120日か ら41|間1i「1和基1也に滞rll　Lた が 、
"ふ し"に じ
っ と して い る ノ∫が は るか につ らい こ とを 身 に
しみ て 感 じた.
なん とか 空 輸 の 遅 れ を と り も ど し,新発電 棟 基 礎 ド.b:,
人カル ビ.ノク ハル ゼ ン ・ノしン トボ ー クス コ ラー ネ の野 外
調 査(」 ㌧ンヒよ り2」直、1㌧少 な か 一)ナこ}を 糸冬え、-ttラジr－
シ ナ や基 地 を 経 て 最 終‖り:外調 在地 ア ム ン ゼ ン湾 に向 っ
た,ア ム ンゼ ン湾 は 開 』(面で あ ・た.ひ とか1ナら の海 ヨこ
もない.海 氷 の墓 場 とい うか き・・し りと海 甘この つ ま.、た
リ　ttツォ'ホ ル ム湾1ままさ に悪 夢 の湾 だ .リ ュ ッ'一.・ホ
ル ム湾 が 開 い て い た ら どん な に エ ネル ギ ーの 無 駄 な}肖費
が な くな り,研 究 観 測 が進 む こ とか.ア ム ンゼ ン湾 露 岩
調 査 は 待 つ 身 に と りて も楽 しか った し、 非.`.i'1「に 「Fiい岩
t'i,紗錆 の コ ケの採 集 に も1茂4力した.!1本 隊 とLて 始 め
て の 試 み で あ ・,たが,大 い に満 足 した オ ベ ンー ン ヨ ンて
あ った.
帰 路 の 暴風圏 で の海1.ll調査,特 に 停 船 観 測 は 夏 隊 と違
・,て越 冬 隊 に とっ て 早 く終 って 欲 しい調 ゴfてあ る こ とは
確 か だ.何 とい っ て も"ふ じ"は揺 れ す ぎ る.通 常 の 海1可i
調 査船 の 範 囲 を は るカ・に 越 え る.砕}1こ船 のた め,船 底 が
rオ17ン;型 に な っ て い る の で,い や に な るiVt,E2zるの
で あ る..・生懸 命 調 査 を 行 う海 羊 担 当隊 員、 真剣 に 支援
して くれ る``ふじ"乗組 い の 姿を 見,か つ 荒 天の た め調 査
を と りや め な(ナれltitiらな い1時.何 とカ・して も り と1.:il・El
な い調 査船 を派 遣 で きな い もの か と 考え てLま う.
復路 で はf定 通 り、 ポ ー トル イス(モ ー リシ ャ7・)と
ン ン ヵ.ホー ノレに寄 港 した.fクllfi,一通 りの 公 式ti'ド::寄、巷地
の1.「公Flτ訪 問 首、)はお お よそ ク11識と して 考え て いた と11r]
鎌 で あ ・tた,しかL、 私の情 報 に は全 く入 っ てい なか っ
た こ とに,記 者 会見 が あ った.し か も15分間 程度 で 後は
レセ ブ シ 、1ン会 場 〔ふ じの 飛 行 り1板)に連 れ て いけ ば よ
ろ しい と聞 い て いた が 、 実情 は 全 く違 って い た.あ わ て
ふ た め いて 用意 した 資 料(驚 い た こ とに 海 外 向け σ)観測
隊 ハ ン フ レ ワ トは 何 もな い の で あ る)と ス ラ イ ド『:説明
しは じめ る と 集 って 来た 記 者諸 氏 は ま こ とに 熱心 に聞 き
か つ 質問 して きた.　.jlWti.はモ ー リシ ャ ス も シ ン ガポ ー ル
も 同 じであ る,記 者1諸氏 が 聞 きた い の は何 故ll本がlf{恢
観 測 を.jyntし,その 観 測 の 内 容 と実方L機関 は どん な もの
で あ るか とい:)に尽 き る.記 者会 見の 内容 は 臥 の 知 る限
りて は モ ー リシ ャスで2紙 、 シ ン カ.ホー ル で3紙 ほ と
ん ど が 駄 のf想 を ヒ回 って 報道Lて くれ た.興 味 あ る ノ∫
は 外 務 省経lhて肚地 ∫ジ1庶務課 にUピ ー が 来て い る の て.見
る こ とがで き る,今 で も感 ず る こ とで あ る が,も っ と充
分 準備 を し.か つ 簡 単な ハ ン ソ レ ッ ト『ご1もあ りた ら と悔
まれ る.
臥に と ・}ては じめ て の 夏隣 の経 験 て あ り た.臥 が 阿 と
か 仕'll/がて.きた の も,　lli.rr隊長 を は じめ と す る 観 測 隊
員,特;こ夏 隊 員の 助 力が あ った か らて あ った.さ ら;こ、
FJ,が指 摘 して お きた い こ とは.夏 期 オ ヘ レー シ,,ンのOii
ll切遅 れ を と り もど しまず は 満 足 すべ き状 態 まで も って
く る こ とが で きた の は.'tふじ"艦長以 ド乗組[1{皆様 の 真
実 絶 大 なる 芝援 が あ りた か らで あ る.こ の紙 上を借 りて
感 謝 の意 を 表 した い,
〔'1';.者.:着'IL):i:夕(ifi見;E|1;;:宗tl,l　i]　j:ぶ1:層.「i寸こ「11:イUF先/ttif;['`jiiJ]教1三」
tUM　tt..　　　 　 俄'鉦
L
、Ut:'.・q 、 L＼
「工
■
・ 、 、.鮎 、
、 ま
一.
、
/
/
t.
'♪
、
一
ア ム ン ゼ ン湾 露 岩 調 在 地,.Fi1:vY.よりみ た ア ム ン ゼ ン湾
3
、
、.
2.り20|[23次 隊 の.1」1{冬1心」':式帽 ・:送.写川
南極観測隊便 り
.第23次越冬隊の近況一
/パ 「..の 献 の 人1.1)1は恵 ず き.た .3月 に は 、6回 の.ノ.1).1'..
一;一.;_二L2.fSlf.」,っ_.}|1.1;'.}Oi「カ.三21|]もiti;,一.,,tこ..|'.jt)1「く弍ri.:;.t
97い、7こ:)/:一 ル と[1[「{Fl]11[」ト±」];1.]、1...ヒ⊥1」.」ξ ノ)i「氏 さ.を`1己」.1}lLt.二、
4り 層5.1i.も.[tir..」⊂lio.:が1...1;い.∴二 1か17「 ・).≡.ト≧ ・1・..:.'.よ.1
て 海!.1こが 「rill1ねる よ う な 二 と は な カ・っ た.二 の ∴ う な ノく候
に.も か か わ ら ず,研..先1...仁精.))1.1勺に.進 め ら れ てL・ る,
.ノ・ず ほjl馳 て.は
,彿1川 の 川1交 代 力.;b..なわ れ た.旅
1」..1:}.llk、「[9'沃候 ヒ..:.出プ亡が.v)L,/L,}び:二な.・ て い た がP...;月
101rU石和)、L/tr巨をfE.ち,途 」lI、　 IT.;Ul.[IL　喚[Il山景!;!.tr:〔と...を行..な
い た が ら17日 に 人 －ri　tt　j,[・IVLに到 着..1.た,こ.二 でd;'氷 のrll
－ リ ン ク..場拡 張1.a;分の
.屋.枳か け な ど のf'1{#/,.を約le[…Tj実
.Li他[..噛5」G:1[]E]f{魯1)ILI　j也:.二.もと'一.)7こ,2:S}」.こi:;にカ.1)着「〔._く
搬 ノ、き.れ た'J・'「.1..1;'[..中ISM't〔〕L4〔)2i;.III:は,こ.ノ).旅i]..て.
試 験,L引 を?]..:tn.,た.み ず ほ.1、[量地 は 、 高 騰,∩.:[1.M
I11,∴ ミ日i,人 ・弼 レ')5名;.二よ りi,E`.};{『き れ.:い る.
6.ト]1Eiカ 、F)...10E「!Ill...芝一}tこく1こ1;[」}う.L./へ「≧一.,.tgし・イt十伜[「i.り
/.〔冬 が 始..上 ・旨た,観 測 の あ い:・[を 九 つ:.「て,ミ..ノ ド ウ イ
ン タ ー/Cfの{C卜=析‖ もltftま・)六二.
一第23次夏隊帰国.一
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南極観測思い出の記
一海面発光現象の話一
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鎌 田 哲 夫
自然界には,い まだに原因不明の珍現象が数多 く存在
していて,"幻の現象"と いった表現で報告されるのを
時 々みかけます.そ のような記事を読むたびに私は"ほ
んとかな?"と いう気持のほかに,"やは り自然の力は
計 りしれないものだな"と 思 う気持が交錯します.
さて,私 自身がこの"幻 の現象"の 一つに出会ったの
は,昭 和41年,第7次南極地域観測夏隊員として,昭和
基地の再開を終えて帰途についた"ふ じ"の船上でした.
昭和41年3月23H,セ イロン島コロンボを出港した船
は,ベ ンガル湾を,一路スマ トラ島に向って帰路を急い
でいました.私 は,帰路,夜 光の船上観測を担当してい
たので,暗夜で晴天のときは,少 しでも多 くのデータを
取得しようと,夜間,ブ リッヂに頑張って,夜 空をあお
く'日々 を送 りました.し かし,船は赤道帯を,赤道にほ
ぼ並行して航行していましたので,夜間でも,スコールの
突然の襲来は,日 常茶飯時のこと,その都度,タイミング
よく観測 ドームを開閉しなければならず,夜 光の観測は
また,スコールとの戦いでもあったことを思い出します.
いまでは記憶 も大分 うすれて,残念ながら日時がはっ
きりしないのですが,た しか船がベンガル湾からアンダ
マン海に入 り,マラッカ海峡にむけて南下をはじめた3
月の終 りの頃のことだったと思います.当 日は,空模様
のはっきりしない天候であったうえ,夕方からは,次々と
スコール地域を通過 している状況だったので,観測をあ
きらめて,久 しぶ りに午後10時頃床につきました.そ し
ても'の2時 間位もまどろんだでしょうか,「鎌田隊員!
鎌田隊員!」 とはげしくドアをノックする音 に起 こさ
れ,扉 をあけると,ブ リッヂ当番の姿が,ね ぼけ眼から
飛びこんできました.彼 は息をはずませながら,「数分
前から奇妙な現象があらわれました.急 いでブリッヂへ
来て下さい」,といいおいて姿を消しました.私 は急い
で身仕度をととのえ,と るものもとりあえずブ リッヂへ
.駆け上って,思わず`あ っ!'と 息をのみました.な ん
とブリッヂから見える船のまわ りの海面が,一 面にうす
みどり色の螢光に輝やいていたからです.あ た りは厚い
暗雲が低くたれこめ,海 はまったくのペタ凪,船 は静か
にこの螢光を左右に切 り開きながら進んでいました.エ
ンジンのリズミカルな響がなければ,そ れはまったく不
気味な幻想的な光景でした,「鎌田隊員!何 ですかこれ
は?」 という当直士官の問いに,一瞬私の口をついて出
.たのは,「セント・エルモ現象ではないでしょうか?」
という言葉であった.私 の拙ない知識では,目 の前に展
開されている異様な光景を説明できる,唯一の言葉でも
あったわ け です.こ のセント・エルモの火という現象
は.先端放電によって発光する天然現象であって,一般
には山岳地帯に多いとされているが,セ ント・エルモと
いう呼び名は,地中海の船乗 りの守護神の名に由来して
いることを考えると,海上でもまった くみられないとい
う現象ではなく,ただ遭遇するチャンスが極めて少ない
ということなのです.昔の航海記などには,`船の帆柱に
セント・エルモの火が云々……'と いう記事があ ります.
さて,や や冷静さをとり戻した私は,眼 前の光景をじ
っくりみなおしました.も しこれがセント・エルモ現象
ならば,船 の突った部分では,セ ント・エルモの火がみ
える筈だと.予想にたがわず,船 首のポール先端にはや
や強く光ったコロナ放電がみられました.「やは りセ ン
ト・エルモの火という現象のようです.き っと船が大き
な低い宙雲の直下に入ったためにあらわれたのだと思い
ますが,海 面までこんなに一様に光るなんてことは,こ
れまで聞いたことはありません,す ごく珍らしいことで
すよ」 と私.一 同,か たずをのんでこの幻想的な光景に
みほれていること30分あまり,船は再び暗やみの海へと
進んだのでした.
帰国後,雷 の専門家達 と話しあった結果,そ れは多分
スケールの大きい雷雲の直下を通過し,しかもその時の
雲底がかなり低く,電位傾度が高かったため,全面的に
コロナ放電を生じたのではないかという結論にいたった
のですが,そ れにしても,そのような珍現象によく出会
ったものだと,うらやましがられもしました.し かし,
その時はカメラも持 っておらず,(若 しもっていても無
駄だったとは思いますが),夜光の観測も実施していなか
ったことが,今 だに悔まれてなりません,南 極帰路の航
海では,こ のような珍現象に遭遇するチャンスが,極 め
て大 きい ので,そ のようなチャンスに遭遇された際に
は,で きるだけ正確な情報を残して下さることを希望し
て筆をおく次第です.
(筆者1名 古屋大学空電研究所助教授)
英国ハ レー基地での雪氷ボー リング
藤 井 理 行
英 王立 南 極観 測 船 ブ ラ ンス フ イ ール ド号 は,ウ ェデ ル
海 の 氷海 を、 ウ ォー タ ー ス カ イめ ざ して 進 路 を東 に,南
に と取 って い た.ヘ リコプ タ ー も な く,レ ー ダー も故障
して 氷 状{貞察能 力 の な い 老耐 水 船 に とって は,南 東 の 黒
い 雲 は 開 水 面 の 広 が りを 知 らせ る好 材 料 な のだ.サ ウ ス
ジ ョー ジ アを 出 て か ら,好 天 は－nだ け で,連 日雲 量10
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の 曇 天 が 続 いて い る.今 年 は 天気 が悪 い と 言 う.
開水 域 に 入 る と,黒 い 空 の 中,船 の左 側 の低 い 所が 白
く輝 い て いた.し ば ら く して,延 々 と伸 び る氷炭 を見 つ
け てか ら,そ の 輝 きが柳 水 に よる もの で あ る こ とを知 っ
た.船 は,棚 氷 に 沿 った 開 水域 を,ハ レー基 地 め ざ して
快 調 に 進 ん でい る.南 米.リオ デ ジ ャネ イ ロで乗 船 して か
ら2ケ 月 近 く,雪 氷 学的 に は魅 力 の小 さ い英 国 の い くつ
か の基 地 め ぐ りを して きた 私 は,目 の 前 に迫 った ハ レー
基 地 で の10日間 を 考 え る と,胸 が た か ま る のを 覚 えた.
.雪氷 ボ ー リン グ地 点 は,現 在 の基 地 か ら約10km風.1;
の新 ハ レー基地 予 定地 で あ る.人 工 の汚 染 源 か らは 充 分
に 離 れ て い る上,気 候資 料 の適 用 と い う点 で は 申 し分 の
な い近 さだ.船 か ら,ナ ンセ ン機 を ひ い た ス キ ー ドゥで
1時 間 の 距 離 で,そ こに は ユ ニオ ン ジ ャ ッ クが ひ るが え
り,居 住 カ ブー ス が 置 か れ て いた.私 と相棒 の デ イ ヴは
テ ン トを 用意 して きた の だ が,カ ブ ー ス脇 で テ ン ト張 る
こ と もあ る まい と,居 住 カ ブ ー スを 利 用 す る こ と に し
た.ラ ジ ウ スで 湯 を 沸か し,軽 い 昼 食 を す る.長 い揺 れ
動 く船 の 生活 か ら解 放 され た こ ともあ り,全 て が よい.
早 速2人 は そ れ ぞ れ の仕 事 に と りか か った.私 は,梱
包 を 解 き ス ノー ス コ ッ プ と鋸 とで ピ ッ ト掘 りを 始 め た.
デ イ ヴは,ス キ ー ドゥで あ ち こ ちに 行 っ ては ス テ イ クを
立 て て い る.来 夏 予定 され て い る新 ハ レー基 地 建 設 の た
め,雪 面 上 に そ の場 所 を レイ ア.ウトして い るの だ,現 基
地 へ の輸 送 が 終 わ り次第 新 基 地 予 定 地 点 へ の20DOPtのド
ラ ム缶 輸 送 が 開 始 され る.雪 面 に 立 て られ て い るス テ イ
クは,日 本 隊 の よ うな竹 では ない.う す い 板 で あ る.こ
れ は 弱 く折 れ や す い が,英 国 には 竹 は な い の だ.
深 さL8m,幅2mの ビ ッ ト掘 りに4時 間 ほ どか か っ
た.観 察 面 を 炉 ボ ー キで 仕 」:げ,50cm格子 を 水 糸 で 作
り,夕 食 後 層 構 造 の観 察 を 始 め た.幸 い地 吹 雪 もな い.
23時30分まで で 全 体 の1/3を終 了 した.翌 「1午前 中 に
は,層 構 造 の 観 察 を終 え た.観 察 面 は,赤 黒 の マ ジ ッ ク
イ ンキ で 層構 造 を記 した の で,少 し離 れ た と ころ か らで
も,構 造 が よ く分 る.時 々の ぞ きに くる デ イ ヴは,英 国
の雪 氷 研 究 者 と野 外 行 動 を よ く共 に す るが,こ ん な綿 密
な仕 事 は しな い と し き り と感 嘆 して くれ る.こ れ は,極.
め て 日本 人 的 な仕 事 か も知 れ な い.こ の積 雪 断 面 観 測
は,小 さな ボ ー リン グ コア では 読 み とれ な い 層 構 造 を 事
前 に 知 って お く こ と,そ れ に 層 ご とに各 種 測 定 用 の サ ン
プ リ ン グを して お くこ と を 目的 に し た も の だ.こ の 結
果,こ の場 所 で は盛 夏 に融 雪 が 起 き氷 板 が 生 じる こ と,
年 間 新 雪 量 は 約1m,層 構 造 は 成 層 して い る こ とな どが
分 った.
ボ ー リン グ装 置 は,多 くの 人 の 関心 事 で あ った が,ド
リル の他 は,角 材 を3本 組 ん だ 三 叉 や 手 まわ しの ウイ ン
チを 空 箱 に 固 定 した もの な どで 、 人 に 見 せ られ る ほ ど シ
ス テ ム と して の 完成 度 は 高 くは な い.そ れ で も,デ イ ヴ
や 新 基 地 予 定 地 視 察途 中 に立 ち 寄 って い く人 な ど熱心 に
見 て い く.英 国 隊 は 以 前 ア メ リカか ら ドリル を借 りた が
大 が か りな 装 置 で,日 本 の よ うな 小型 の ドリル の方 が彼
らの 要 求 に あ って い る とい う.
掘 削 は,2mの 所 で ド リル が 穴 に つ か ま る とい う幸 先
の 悪 い ス タ ー トとな った.ド リル の外 管 は 黒 く,引 き上
げ た時 暖 ま りや す く,雪 はす ぐ融 け る が,穴 の 中 は マ イ
ナ ス10度と低 温 な た め,ド リル に つ いた 水 が孔 壁 に 凍 結
して しま うの だ.予 想 も して なか った こ とだ.ボ ー リン
グの 手 伝 い に 来 て くれ た別 の デ イ ブ と,ス コ ップで 掘 り
出 す.そ の 晩,縁 起 を かつ い で,掘 削 場 所 を 移 した.
デ イ ヴは す ぐに掘 削 の要 領 を会 得 して くれ た の で,2
人 の 作 業 は順 調 だ.掘 り出 した コアは,日 射 に よる 変態
を 防 ぐた め雪 の中 に埋 めて い く.ド ラ ム缶 を 輸送 す る ス
ノー キ ャ ッ トが時 々立 ち寄 って い く.交 代24時間 の 輸送
作 戦 だ.歯 医 者 の デ レ ッ ツは ス キ ー ドゥで陣r11見舞 に来
て くれ た りで,結 構 に ぎや か だ.掘 削2日 目は 散 々だ っ
た.昼 を は さ ん で の5時 間 で,24回 の 掘 削 を し,コ アが.
採 れ た の が た った の4回,計275m,み じめ な ド リル の
－Lげ下 げ が続 く.氷 にた い して は 完 全 だ った の に,'.!.1'に
対 して は この有 様 だ.ど うして も コ アが 採れ ぬ時 は,ド
リル のバ レル 内側 に 水 を 入 れ た ビニー ル 袋 を と りつ け,
そ こに小 さ な穴 を あ け しば ら く掘 削 孔 の 底 に放 置 して,
一 「
へ 、
一 こ'1哩m峯:.'.
、
漏 ・....".粘 ユ
㌻'こ三・" .t.
蕊窯鰯雲無熱1
現 ハ レー 基 地 。 主 な 施設 は,雪 面 下15m
に 埋 没 して い る
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.コア とバ レルが この 水 で 凍 結 して か ら
,引 き上 げ 回 収 す
.るとい う苦 肉 の策 を 考 え つ い た .
2日 間 の ブ リザ ー ドで 休 養 を と った あ と,掘 削 を再 開
した.コ7の 採 り残 し も少 な くな り,息 の 合 った 掘 削 が
続 く.コ7処 理 の時 間 を 考 え,21.83m掘 った と こ ろ で
終 え る こ とに した.最 後 の 日 は,夕 方 終 了す る ま で に
.9,5mも 掘 削 した.20mも 越 え た し,こ れ で ドリルを 輸
送 期 限 ギ リギ リまで か か って作 って くれ た 北 大 低 温 研 の
鈴 木 義 男 氏 に も ど うに か顔 む け で き よ う,
こ こで の 最 後 の2日 間 は,コ ア の処 理 に夜 遅 く まで か
か った.幸 に も白 夜 だ し,風 も な い夜 だ.コ アの 層 構造
の 記 載,密 度 測定,そ れ にpH,　微 小 固体 粒 子,酸 素 同
位 体 組 成,総 べ ー タ線 量,化 学 成 分 な ど の測 定 の た め の
コ アか らの サ ン プ リン グに,3mの コア処 理 で4時 間 も
か か る.天 然 の ク リー ンル ー ム に居 る よ う な も の な の
で,コ ア が 汚 染 され に くい環 境 だ が,処 理 に は 細 心 の 注
意 を 要 した.好 天 で,南 の地 平 線 が よ く見 え,白 く光 る
大 陸斜 面 がみ え る.こ こ は大 陸 の よ うな 感 じを 覚 え るが,
棚 氷 の上 な の だ.単 調 な景 色 を 心 い くまで なが め る.こ
こで の全 て は終 った のだ.
そ の晩,私 達 は現 在 の ハ レー基 地 に 移 った.建 物 は,
1973年に建 て られ た とい うの に,積 雪 量 が 多い た め,今
で は雪 面 下15mも の 所 に埋 って お り,換 気,物 資 の上
げ 下げ,耐 圧 な どの点 で限 界 に きて い る.こ の た め,来
夏 に は我 々 が ボ ー リ ン グを した 所 に 新 基 地 を 作 り移 転す
る の で あ る.居 住 カ ブ ー スの 生 活 か ら考 え る と,こ こは
文 明圏 だ.し か し,最 後 の 日 もサ ン プル のpH測 定 で－
H気 象観 測 室 に と じ込 も り,こ の プ ラ ン ト棚 氷 に埋 れた
文 明 圏 を 堪 能 す る こ とな く終 った.夜8持 す ぎ よ うや く
全 ての 測 定 を 終 え る.ブ ラ ンス フ イー ル ド号 か らの迎 え
の ス ノ ー キ ャ ッ トを 待 た せ,こ れ か ら越 冬 をす る連 中 と
別 れ を 惜 しむ.デ イ ブ元 気 で や れ よ.私 は.惜 別 の念 と
充 実 感 とで 高 ぶ った 気持 で,ス ノー キ ャ ッ トに乗 っ た.
(筆者:雪 氷 学 研究 部 門 助 手)
一ー ーーー一"t.元肥ehN-bPt"一.
佐藤助手田中館賞を受賞
"r〆 ♂.
5月に当研究所で開催された第71回日本地球電気磁気
学会において,同学会賞である田中館賞が地球物理学研
究部門佐藤夏雄助手に授与された.
佐藤助手は,　ELF,　VLF帯 自然電波波動,な かでも
強度が準周期的に変動する Ωuasi・periodic　エ ミッショ
ンの発生機構に関する研究を進 め て きた.今 回の受賞
は,上記の研究成果 と南極観測事業を通 じてなし得た業
績について与えられたものである.
論文名:準 周期的ELF,　VLF帯 自然電磁波の研究
第23次月例報告(3月 ・4月)
3)」は好天に恵まれず,み ずほへの秋旅行準備が若干
遅れ,野 外で行う観測が充分に実施できなかった.し か
し,オ ングル海峡には海水面ができなかったため,と っ
つき岬までのルー ト作 りは容易であった4月 も観測,設
営業務は,上 ・下旬の悪天候に災いされたが,概 ね順調
に経過 した.4月10日 に昭和基地を 出発した秋旅行隊
は,17日みずほ着,基 地の整 備等 を行 い,人 員交替の
後,29日帰途についた.
観測報告
超高層;3月2日 ～26日間はノルウ=一で行われた大
気球 ・地上観測との共同観測のためVLF波 動の24時間
連続観測を行った.ま た,4月 は太陽フレアー爆発によ
る磁気嵐が起き,サ ブス トーム時の地磁気のデーターが
多数取得できた.オ ーロラの観測は,3月 には快晴 日が
1日もなかったためテレビカメラ及びフォトメータによ
るデータ収録はできなかったが,4月 には7回 にわた り
活発なオーロラのデーターを収録 した.ま た,　VHF　ド
ップラー観測と,オ ゾンを中心とする中層大気観測 も順
調に経過 している.
環境科学:生 物の定常観測を2回 実施 し,1回 目の観
測で得た海水サンプルの,栄 養塩類,塩 分,溶 在酸素等
の測定を行った.ま た,観 測点5に おいて,水ua　lOO,
300,500mに1台つつの海流計を吊下 し,流 向、流速
の自記記録を開始した.
設営報告
燃料消費内訳 単位:1
3月.4月
区 分.|
量1消 費量1残.量消費量 残
普 通 軽 油;・4・378・3i335・678・7i13・948・713211730
灯.-1由:13,2。3|読i、.3,872ミ54,339
mbfi;:新送 信 機(JRS-501L>は設 置 と相 互 試 験 が 完
了 した の で 運 用 が 開始 され,感 度,明 瞭 度 と も良 好 で あ
る.高 速 フ ァ ッ クス は2回 目の試 験 の結 果,7200,9600
bpSにて通fl言可 とな り運 用 を 開始 したが,4月 下 句 に 原
因 不 明 の故 障 に よ り回線 が 不通 に な った.ま た,サ ナエ
基 地 と2週 間 に1度,　SSB電話 で,一 般 情 報 の交 換 を 行
うこ とが 決 定 し,第1回 を18日に 行 い良 好 で あ った.
機 械:125KVAの 発電 機 の カ ー ボ ンブ ラ シ全 数 とバ
ッテ リーを 交 換 した が,レ ギ ュ レー タ ー の故 障 で過 充 電
とな った.ま た,情 報 処 理 棟 の暖 房機 用 煙 突 の上 部が 折
損 して い る のを 発 見 、23次搬 入 の 煙 突 と交 換 した.第1
ダム よ りIOOkl水槽 へ の送 水 を 終 了 し,10kl水槽 へ の
水 入れ を 開始 した.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp,)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 　 sea　leveD　(mb)
平均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬間 最 大 風速(Gust)　(m/s)
平均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数　(Number　of　clear　days)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
3月(Mar.)
一6 .2
一 〇
.7
一18 ,4
976.7
3.1
78
9.8
4月(Apr,)
一9
.4
一2
,4
一19 .7
979.0
2.5
78
10.7
29.4(22,ENE)27,6(4,ENE)
34.3(22,ENE)34.1(8,E)
9.18,3
o 2
み ず ほ 基地(Mizuho:89544)
3月(Mar,)
一31
.9
一20 .4
一49 .8
4月(Apr.〉
一39
.9
一26 .8
一50 .8
725.6
　 (station　pressure)
9.4
15.7(18,E)
726,3
1L8
19.O(17,E>
一… 一 蝸純,PP… 嗣 ●いドte
{.`
?
?
?
、?、
、
?
〜
?
?
??
?〜
?
【極地豆事典】
南 極 の 海 氷
面 積 約1400万km2の 南 極 大陸 の周 りの海 に は,夏 で
}約5・ ・万km・,冬 に は 約2e・・万km・ の海 氷b・N　o　zaし
ず
{て いる.海氷は太陽からのふ く射を反射すると同時に海
ミから大気への熱嚇 送を邪げている,つ ま販 射体と絶1
縁体として大気締 洋の働 鉄 気とtas.f,IL"optopptut
ミに太き縦 割をも。ている.北極の献 は剛 を酬 こ
ミ囲まれているため,自 由に動けないが,南 極の海氷は南}
1大洋に張 り出しているため,風 や海流によって絶えず沖
1霊鷲 灘禮農驕繍塁;難論1
あ
ミ て い る,従 って 北 極 の 海 氷 は厚 さ も南 極 の よ り厚 く,多
1讐㌶ ㌶濃認鷲 欝}1鷺㌶
あ
ミなどに多年性のものがあるに過ぎない.南 極の1年 性の
搏 氷 の 厚 さ は約15°cmで ・ 北 極 で1ま約2°°・mで あ る・
t海 氷は海水が凍ってできるが,細 氷の結論間に濃縮さミ
ミれた海水が点在する.このため強度も純水より小さく,
へ
1池の氷などでは厚さが3cmでも人が歩け るが,海 氷で
ミは10cmを必要とする.氷の強度は温度が高 くなると急モ
,・J■tVl-v♂ ■t+'.ttrVhny.i■ρ 戸 戸
激に減少するので,夏 の氷上の行動は危険が伴 う.海氷5}
は表面への降雪によっても厚さを増すので,沿岸近 くで1
し
は大陸から吹き 下される雪によって厚さが4～5mに 達1
する所もある.海氷噛 がくると割れほ い}・積極 なi
って氷丘や氷丘脈をつ くる.こ のような海氷の形態や分
布等の用語に対 して世界気象機関(WMO)が作成 したも
の砿 く用いられている.この用語には,鰍 とは海に;
浮んだ氷のすべてをい う,と定義されており,単に海水1
の凍ったものだけでなく,湖や川の氷や氷河の氷が海に ミ
と浮んだものも含まれる.すなわち,南極では氷床や棚氷,
粉 離して海に浮んだ氷山も翻 、の種 である.1
{
南 極 の 氷 山 は1年 間 に12°～15°立 方km駄 臨 書d辺ミ
へ 流 れ 出 して い る.表 面 が 平 ら な南 極 特 有 の テ ー ブル型}
ζ氷 山
に は 長 さ180kmに 及 ぶ も の もあ り,こ の よ うな も ミ
ミ
のは10年以上も南大洋を漂っている.前 世紀末には大西 ミ
洋の南緯26度(亜熱帯)で 氷山を見かけたという報告も{
サ
ある位である.氷山はもともと積雪が変化 したもので淡1
水源とな・.近 ごろ,・ ・ブ・産油国では畷 ・勧 化}
や鯛 のため醐 の氷山を・グボー ・で弓1いて・ようと{
州 、iLpetN--t■t■tt'"
いった試みもある.こ のため,氷 山の漂流や気象を調査 ミ
も
する計器を氷山に置いて人工衛星で受信 した り,船で分}
布を調べた りしている.と もあれ橋 極の海氷は世界の{
気候や海況に大きな関係を持ってお り,近 く開始が予定}
あ
される 「世界気候変動研究計画」においても海氷の役割i
`が重要視
されている.モ
葦
■"1hh_-N"一 一.
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